
高校生に法律を知ってもらいたい！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井県立武生高等学校　庄司晴香・齊藤寧々・坂下千寿

　　　　　　　　　　　
背景
　・私達が大学生になると一人で消費活動をしなければならなくなり
　　消費者問題に直面する可能性が高くなる
　・法律を知ることで消費者問題を解決することができる

　　　　　　　
　　　　　法律を知ってもらいたい

だから

問い：高校生が消費者問題とそれに関わる法律を　　　
知る方法としてワークショップは有効か？
仮説：ワークショップは有効である

ワークショップを選んだ理由
　・当事者意識や達成感が得られる
　・知識を深く理解できる
　・様々な意見や価値観に触れることができる
　・効果が継続する・時間がかからない
　・参加者に予備知識がいらない
　・様々な事例を紹介できる→被害を未然に防　　　　　　　　　　　　　　
ぐことができる

方法
　①越前市消費者センターを訪問（相談件数や若者
に多い事例、解決方法を聞く）
　②ワークショップを実施（前後でアンケートと同様
のクイズを実施することでワークショップの効果を調
べる）
　③それを元に分析・考察を行う

ワークショップの流れ
①アンケートとクイズを実施②事例の紹介③個人で
考える④グループで意見交換・発表⑤解説⑥今後
の行動を考える⑦アンケートとクイズを実施

結果
〈アンケート〉　　　　　　　　　　　　　　〈クイズ〉
　

回答：25人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

考察・結論
・ワークショップが法律への興味・関心を高める　　　　　　　　　
・ワークショップが法律への理解度を高める　　　　　　　　　　　　　　  
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今後の展望
・ワークショップをもっと実施・他の方法と比較・校長先生に消費者問題の危険性と、法律を知るこ　　との重要
性をプレゼン

全ての人が法律への興味が増した 正答率が20％から92％に増加した

実施後実施前

ワークショップは有効である

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsoee/24/1/24_1_91/_pdf/-char/ja
https://opac-ir.lib.osaka-kyoiku.ac.jp/webopac/seibuk_58_029-038._?key=DZYQDD
https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp/jigyosha/quiz/index_keihin.html

